
富吉小学校 平和へのメッセージ台本 

「富吉からの祈り 明日のために 平和のために」 

 

みなさん、こんにちは！「あなたの毎日が世界をつくり、愛する想いが地球へと広がる。

私は祈る。明日のために。平和のために。（手話と言葉で）」 

本日は、都城市戦没者・空襲犠牲者合同追悼式に参加させていただき、ありがとうござい

ます。私たちは平和・いのちの学習を例年以上に行ってきました。 

 

【1・2年生の学習内容】 

ぼくたちは、どうとくやせいかつかで いのちについて べんきょうしました。どうとく

は いきているって たのしいことができる、すきなことができる、うれしいきもちになる

ということに きづきました。 

せいかつかでは、あさがおや やさいを そだてながら、いのちって、とてもちいさいけ

れど、とても おもくて たいせつなものだなあとおもいました。 

 

【3・4年生の学習内容】 

ぼくたちは、総合的な学習の時間に「みんながしあわせな世の中にするために」というテ

ーマで、「ふくし」について学習してきました。「ふくし」とは、「ふだんの、くらしの、し

あわせ」という意味だと知りました。そこで、しょうがいのある方も、お年寄りも、外国の

人も、みんながしあわせな世の中にするために、ぼくたちにできることを考えました。 

この学習を通して、わたしたちは、実際に目が不自由な方と会って話を聞いたり、だれも

が使いやすくくふうしてあるユニバーサルデザインについて調べたりしました。 

また、耳が不自由な方に、わたしたちの歌にこめた思いが伝わるように、手話で歌うこと

も学び、全校のみんなにも教えて、練習しました。 

 

【5・6年生の学習内容】 

私たちは日本が昔、戦争をしていたことは知っていましたが、都城で戦争があったことを

知りませんでした。そこで、まずは５年生と 6年生で都城歴史資料館に行き、学習すること

にしました。 

歴史資料館では、戦争時に使われていたものをみたり、資料館の方から話をうかがったり

することができました。資料館には、都城の飛行場や基地の写真、空襲を知らせる手動のサ

イレン、若い特攻隊の方の最後の想いが書かれた遺書などがありました。私たちとあまり変

わらない年齢の方が、国のために命を犠牲にして戦ったことを知ったとき、とても胸が苦し

くなりました。 

資料館の方から、78年前に都城でも空襲があったことも教えていただきました。8月 6日

と聞くと、広島への原子爆弾を思い出しますが、ここ都城でも同じ日に空襲があったことに

驚きました。 



私たちが感じたこの思いを、これからどうしていくのか。５年生と６年生で学んだことを、

まずは１～4年生に伝えなければならないと考えました。そして、学校にいる全員で平和や

いのちについて考えていきたいと思いました。 

そこで、私たちは１～４年生に説明するための準備をして、真剣に話をしました。みんな、

静かに心を痛めながら聞いてくれました。また、鶴を折って平和を願っていた「ささき・さ

だこ」さんが、病室で鶴を折り続けて亡くなられた話も伝えました。貞子さんの思いを受け

継ぎ、寄りそいながら、みんなで心を一つにして千羽鶴を折ることにしました。 

 

新聞や文献、インターネットなどからも、多くのことを学びました。都城市の大空襲で家

族を亡くされた方がたくさんいらっしゃることや、戦争を体験された方の苦しみを知るこ

とができました。 

「僕は、赤ちゃんのときにお父さんを戦争で亡くした方の話を読みました。お父さんの顔

を覚えていない人が、当時たくさんいらっしゃったということに胸を痛めました。」 

「私は戦争で家が燃えているときでも、食料を探し続けた方の話を読みました。当時は食

料が大変貴重なもので、みんな飢えに苦しんでいたことを知り、悲しくなりました。」 

「僕は戦後からいもしか食べられなかった女性の話を読みました。そのような状況下で、

自分の子ども 4 人を養っていくために大変な苦労をされていたことに心を痛めました。僕

はこれから食べ物を大切にしたいと思いました。」 

「僕は庄内小学校が攻撃されたという方の話を読みました。空襲で、小学校まで攻撃され

たということに驚きました。戦争はしてはいけないと思いました。」 

 

【全校での合唱練習】 

私たちは、都城市戦没者・空襲犠牲者合同追悼式に向けて、地球星歌という歌を練習して

きました。この歌は、ミマスさんという方が、世界中のいろいろな国をめぐる旅を終えた時

に、出会った人々への感謝、地球という一つの星を分け合う全ての人々への想いをこめて作

った歌です。この歌にこめられた想いが伝わるように、一つ一つの言葉を丁寧に響かせ、私

たちの想いを届けたいと思っています。また、平和な世の中で生きている全ての皆様が、そ

れぞれのいのちを大切にすることも大事です。3年生・４年生が学習した手話を添えて、皆

が手をとりあって幸せに生きることの大切さが伝わるような歌にしたいと思っています。 

 

「あなたの毎日が、世界をつくり、愛する想いが、地球へと広がる。私は祈る。明日のた

めに。平和のために。（手話と言葉で）」 

聴いていただく皆様に、平和でおだやかに暮らせることへの感謝の気持ちや、今も世界

中で起こっている争いごとがなくなってほしいという願いが伝わると嬉しいです。 

心をこめてうたいます（手話）それでは、お聴きください。 


